


フ威勢宴
ゲスト・カンテ（唄）ダニエル・リコ

母がコロンビア人で、父が日本人。コロンビアの首都ボゴタで生まれ、6歳で日本へやってきた。日本育ち

なのでほぼ日本人であるものの、南米の血をひく音楽のノリは完璧なラテン人である。

フラメンコに必要なスペイン語の発音がほぼ完壁で、日本では貴重な歌い手であり、またギターをも弾きこなすマル

チな存在である。とりわけルンバが得意。人は彼のルンバを「ダニエルンバ」と呼ぶ。

現在フラメンコの熱いカンタオール（歌い手）として全国各地のライブ、イベントなどで日々飛び回っている。

パイレ（踊り）小島正子

4才より五十嵐留美子洋舞踊研究所にてモダンダンス、バレエを学ぶ。高校卒業後ダンスの道を志し上京、日本

女子体育短期大学舞踊専攻に進学し、舞踊全般を学びフラメンコと出会う。1988年より数度スペインへ渡り、ホセ・

ガルパンに師事し本場のフラメンコを学ぶ。1989年1月、ホセ・ガルパン、イスラエル・ガルパン等を招き初リサイタル

を開催する。その後、新潟でのフラメンコ浸透を志し精力的に活動を続け、県内各地に教室を開設する。後進の

育成に力を注ぎながら、舞踊家としても様々な舞台、イベント、ライブ等に出演。現在自身の経営するスペインパル

（アンビエンテ）にてライブ等を定期的に行い、新潟でのフラメンコ発信時奮蘭

ギター徳永武昭

高校時代にフラメンコの魅力にとりつかれ、独学でフラメンコギターを始める。1978年本格的修行のため単身

スペインへ渡る。スペインには6年間滞在し、マドリッドのフラメンコグループ「レイナ・ヒクーナ」の専属ギタリストとして

5年間在籍する。帰国後はコンサートやライブ等で活躍する一方、フラメンコグループや他のジャンルとの共演にも

意欲的に取り組んでいる。1995年、ジャズギターとデュオでCD「ジプシー」を発売。現在は舞台活動の他、後進の

育成にも力を注いでいる。市内のスペインパル（アンビエンテ）にて週末出演中。新潟県出身
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ギター徳永健太郎

幼少期より父徳永武昭のもとフラメンコギターを始める。2007年中学校卒業後、スペインへ渡りセピージヤのクリスティーナ

ヘレンフラメンコ音楽学院に入学。全過程を修了。現在同学院のmonitor（副講師）として活動し、スペイン国内にて

様々な舞台に出演し、ギターの研磨を積む。2009年日本フラメンコ協会新人公演奨励賞受賞。2010年セピージヤ

にてXI concursodejovenesFlamenco（若手フラメンココンクール）準優勝。同年5月スペインにて初ソロギター公演

『MiecOle』出演。12月ロペデベガ劇場にて『ⅥGalaFlamenca』に出演し【今最も期待されるギタリスト】に選ばれへラ

ルドヌニエスより表彰される。同じギタリストの弟康次郎と

躍し現在に至る。2014年、徳永兄弟による初CD『IDA Y

ギター徳永康次郎

ライブ、舞台にて括

幼少期より父徳永武昭のもとフラメンコギターを始める。2009年中学卒業後スペインへ渡りセピージヤのクリスティーナ

ヘレンフラメンコ芸術学院に入学。3年間で全課程修了しその後同学院の講師として3年間在籍。

2010年日本フラメンコ協会新人公演奨励賞受賞。2012年スペインのセビpジャにてCERTAMEN ANDALUZ

FLAMENCOS　若手フラメンココンクール準優勝。同じギタリストの兄健太郎とともに日本とスペインを行き来し様々な

ライブ、舞台にて活躍し現在に至る。2014年、徳永兄弟による初CD『IDA Y VUELTA』リリース、好評発売中。

1993年新潟市生まれ

お問合せ／豪農の館椿寿荘（ちんじゆそう）
Tel．0256・57・2040　椿寿荘便り　回田

〒959－1502新潟県南蒲原郡田上町大字田上2402

開館時間／9：00～16：00（年末年始休館）

○ 会場には無料駐車場がございますが、
当日は混雑が予想されるため、なるべく乗り合わせてお越しください。

中上町轡も
菱農の館　工　　　－
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